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１）産総研 フェロー キーワード：�秩父巡検，宮澤賢治，保阪嘉内，秩父ジオパーク

第1表　大正時代の盛岡高等農林学校の秩父巡検（井上，1992による）．

１．はじめに

埼玉県秩父地域は，日本で中・古生界の先駆的な研究

が始まり，全国に適用されるようなそれらの層序区分が最

初に確立されたことから「日本地質学発祥の地」とも称さ

れます．三波川結晶片岩，非変成古生層の代表ともいえた

「秩父古生層」，秩父盆地の新第三系などが分布し地質・地

形の巡検にも適した地域として，全国から地質を学ぶ者が

訪れるいわばメッカともなっていました．近年では，「秩

父ジオパーク」（第 1 図）として，一般にも

広く紹介されジオツアーを始め地
ジ オ

質のアウト

リーチ活動の重要地点ともなっています（本

間，2010，2011）．もうひとつの興味深い観

点は，宮澤賢治らとの関わりです．彼らが在

籍した盛岡高等農林学校地質及び土壌教室で

も，後述するように秩父巡検が毎年のように

行われ（第 1 表），当然賢治らも参加しました．

近年，賢治の一学年下の同窓で彼の畏友とも

いわれる保阪嘉内が秩父巡検時に詠んだ短歌

が歌稿ノート『秩父始原層　其他』として残

されていることが明らかになりました（その

経緯は，本間，2008 参照）．全 296 首のうち

地質関連用語が記されている歌は 154 首もあ

り，その中でも特に「結晶片岩」「片岩」「剥岩」

はあわせて 54 首も詠いこまれています．なぜ

なら当時は秩父長瀞地域他に分布する片岩類は，始原層と

考えられ世界的にも関心が持たれていたからです（例えば

『前世界史』＊）．一方前年に賢治が秩父を訪れた際には 10

首足らずの短歌しか作っておらず（少なくとも残っていま

せん），短歌におけるこの他の鉱物・岩石種の名前も賢治

短歌より嘉内短歌のほうが圧倒的に多く出てきますし，ま

た表現も多様です．両人とも盛岡高農における授業によっ

て得た知見は同様でしょうが，短歌作品では際立って異

なった扱いとなっています．その理由を探る一助として作
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・大正3年5月12日～	 関教授引率　農学科3年（埼玉県下）
・大正4年8月31日～	 関教授引率　農学科第二部２年（５日間）（埼玉県下）
・大正4年9月5日～	 関教授引率　林学科２年（５日間）（埼玉県下）
・大正５年9月1日～	 関教授・神野助教授引率　農学科第二部２年（宮澤賢治含む）・林学科２年（９日間）（埼玉県下）
・大正６年７月24日～	 関教授引率　農学科第二部２年（保阪嘉内含む）（８日間）（埼玉・山梨・長野県下）
・大正７年10月21日～	 関教授引率　農学科第二部２年（７日間）（埼玉・栃木県下）
 （大正9年　関教授退職）
・大正11年７月8日～	 長谷川教授引率　農芸化学科２年（10日間）
・大正13年11月9日～	 長谷川教授引率　農芸化学科２年（６日間）
・大正15年10月１日～	 長谷川教授引率　農芸化学科２年（６日間）

第1図　「秩父ジオパーク」看板．
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品中の岩石等を分類比較しながら見てみましょう．これに

よって間接的に賢治の地質学的理解を知ることもできるわ

けです．また，大げさに言えば地質学と文学の異分野融合

事例を探ってみることにもなります．

原則として記述の重複を避けたいので各岩石・鉱物の

地質学的な説明などは割愛します．加藤・青木（2011），

加藤（2011）や加藤ほか（2012）を参照してください．

なお本文中の賢治作品の引用は，『新校本宮澤賢治全集』（筑

摩書房）によりますが，他の参考文献等あわせて読みやす

くするため，断りなく現代語（新字体）やひらがな書きに

変換している場合があることをお断りしておきます．また，

原則として敬称は略します．賢治が読んだ可能性の高い「盛

岡高等農林学校蔵書」は参考のため「＊」を付しておきます．

また，賢治らの作成した地質（土性）図類は，以下のよう

に略記します．

・『盛岡附近地質調査報文』付盛岡附近地質図（1/50,000）

（大正 6 年（1917）盛岡高等農林学校会報に掲載）は，『報

文』『報文付属地質図』．

・『巌手縣稗貫郡主要部地質及土性報告書』＊（第一章）お

よび同略図（1/75,000）（大正 11 年（1922）1 月，稗貫

郡から関豊太郎名で発行）は，『報告書』＊『報告書略図』＊．

２．明治～大正期の秩父巡検事情

参考のため明治～大正期の秩父巡検事情を当時の学術

雑誌（『地學雑誌』＊『地質學雑誌』＊）や書籍から略述します．

賢治らも当然これらを参考にしたはずです．

　（1）明治時代の代表的な地質学者の一人であった横山

又次郎（1893）の「秩父地質巡検旅行日誌」は，明治 25

年（1892）に横山が理科大学の地質学科の学生 6 人を引

率して巡検した記録です．

　12 月 21 日　上野から深谷を経て寄居に向かい荒川沿

いで地質見学．山崎屋に宿泊．

　12 月 22 日　寄居から徒歩で荒川を渡り折原村を経て

風布峠を越え，絹雲母片岩・石墨片岩・緑泥片岩・緑簾片

岩・蛇紋岩などを観察，秩父盆地の一村落である下田野に

降り，荒川河畔に出て金崎の橋下流で紅簾片岩の露頭観察．

これから皆野村を経て大宮町に到達．角屋に宿泊．

　12 月 23 日　大宮を出立して武甲山を左手に秩父盆地

周縁を贄川村に向かう．上影森より左手に折れ秩父二十八

番札所の石龍山橋立寺の石灰岩洞窟を見学．鍾乳石や石筍

に弁天・大黒・三宝荒神・白髯明神・みろくぼさつ・帝釈

天・五百羅漢・みる目かぐ鼻・びんずる・ぐせいの舟・生

塚・下り龍・無常の龍・錦の龍・珠数岩・仏の天蓋・大ぼ

んてん・浄玻璃の鏡という俗称を付しています（後述のよ

うに，これらの幾つかは嘉内短歌に詠み込まれています）．

橋立から街道沿いに石英岩や放散虫板岩などの円礫を見つ

つ台地上を歩いて上田野に至り第三紀頁岩砂岩を観察．日

野村を経て荒川河床直上を辿り白久を経て荒川を渡り贄川

村，小森を経て小鹿野町壽屋に投宿．

　12 月 24 日　西に向かい河床の第三紀層を見つつ飯田

村栗尾からいわゆる山中地溝帯の渓谷に入り白亜紀層を

見学し飯田に引き返す．道に迷いつつも岩殿澤の上流の

三十一番札所の観音を目指し「鷲の巌窟」という第三紀礫

岩を観察して小鹿野に帰る．

　12 月 25 日　小鹿野～下吉田～長久にかけて赤平川付

近の第三紀～第四紀層を見つつ野巻を経て大淵に達す．大

淵～金崎間は新道開鑿中で三波川系下部等が露出してお

り，蛇紋岩・蛇灰岩（鳩糞岩）・滑石片岩・石墨片岩・絹

雲母片岩を観察．その後荒川河畔で紅簾片岩・石墨片岩・

緑泥片岩・角閃片岩等を観察して角屋に宿泊．

　12 月 26 日　日野沢で古生界の角岩・硬砂岩・粘板岩

等を観察．さらに金崎を経て出牛峠に達し石英閃緑岩脈を

観察し出牛駅に降りてこれを過ぎ太駄村を経て児玉に到

達．人力車で本庄駅に出て列車で上野に帰着．

　（2）やはり明治時代の代表的な地質学者の一人であっ

た神保小虎（1896）の『日本地質學　全』の「附録　第

一　地質巡検規則一斑　並ニ修學旅行ノ設計」に東京近傍

の最も興味あり有益な巡検場所として武蔵秩父地方が挙げ

られ，詳しい解説が記されています．盛岡高農始め多くの

訪問者が参考にしたもので，当然賢治らも事前に勉強した

ことでしょう．想定ルートは次のようです．

　第一日：上野～深谷間は，車中から関東平野の地形や第

三紀～第四紀層望遠．深谷で下車して徒歩で寄居に行き，

荒川河岸の古生代の輝石岩（注：輝岩）等を見学し，象ガ

鼻を経て断層や蛇紋岩，石墨石英千枚岩を観察．末野石切

場付近で絹雲母片麻岩（三波川層下部）見学．寄居泊．

　第二日：寄居から樋ノ口村に向かい緑泥片岩，紅簾片岩，

絹雲母片岩等の観察．荒川河畔に下れば本野上～藤谷淵間

の露出良好．本野上泊．

　第三日：荒川に下り曲リ淵で赤鉄石英岩や各種結晶片岩

（三波川系）及び甌穴観察．藤谷淵で褶曲した石英脈など
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を含む黒雲母片岩観察．これらを貫く秩父古生層最下位に

位置するかすり岩（注：斑れい岩）や閃緑岩があり，三株
ママ層（注：御荷鉾層）相当見学．皆野泊．

　第四日：荒川を渡り，国神村金ヶ崎付近で新道掘削によ

る露頭で，蛇紋岩，鳩糞石や石墨片岩見学．大宮に向かう

途次，第三紀層や段丘を観察．さらに影森村まで行けば石

灰洞を観察できる．大宮泊．

　第五日：小鹿野に向かう途次，第三紀～第四紀層を見学

しつつ周囲の連山の地形遠望．赤平川付近先第三紀層を見

学しつつ小鹿野を過ぎ岩殿沢で右方の道を行けば秩父 32

番の観音で第三紀礫岩からなる「鷲の巌屋」があり，左に

行けば三山川の渓谷すなわち「山中地溝（帯）」に入り白

亜系の観察ができる．

　第六日：「山中地溝（帯）」の見学をして神ヶ原村泊．第

七日は神ヶ原近傍の古生層～中生層（ジュラ～白亜紀），

第八日は南甘楽郡に入り山地の地質を見学ないし遠望し神

流川沿いに鬼石を過ぎ万場を経て十国峠を越えれば信州佐

久郡に達する．以下略．

　（3）神保（1909）は『地學雑誌』＊誌上で，過般冬季休

業中工科大学学生を率いて秩父地方を巡検（波久礼駅～野

上～志賀阪峠～神ヶ原～鬼石）した際に観察すべき事項を

箇条書きにまとめたものを参考までに示しています（A 岩

石の採集若くは観察（遠望所見及び標本観察），B 化石，C

成層の状態及地層の成因に付ての研究，D 凝結物及分泌物，

E 水成岩の傾斜及彎曲，F 節理，G 断層，H 不整合，K 迸

発岩の現出状態，L 鉱脈の成因，M 地質調査，N 地質図及

断面図，O 土壌，P 水蝕の形状の研究，鍋状の孔穴，河岸

に於ける岩石の水蝕，土柱，Q 地下水及泉，山崩れ，変

質作用，石灰岩の溶解せる種々の形状，石灰洞，R 地形と

地質との関係）．同じく，『地學雑誌』＊に掲載された神保

（1909）「秩父甘楽郡地方地質略図」も大いに参考にされ

ました（例えば，嘉内が巡検の事前学習として本図を彩色

筆写したものが残っているそうです．本間，2008）．

　（4）著名な地理・地質学者であった小川琢治が，明治

34 年（1901）に開催された東京地学協会の第一回夏期講

習で地理学講義を担当したのち会員志望者を引率して実施

した秩父巡検の所見を後学のために『地学雑誌』＊に発表

しました．その日程等を以下に簡約します．

8 月 22 日　上野から汽車で深谷に達し，徒歩で寄居に

行き午餐をとる．西に向かって荒川沿いにローム下の古生

層（硬砂岩など）を見学，象ヶ鼻の輝岩を見て，末野で絹

雲母片岩，さらに先で石墨片岩や紅簾片岩等を見学し，本

野上村小泉に投宿．

　8 月 23 日　金ヶ崎村で蛇紋岩・石墨片岩を観察し，そ

の先で鳩糞石（蛇灰岩）を見る．途中大略荒川沿いに第三

紀層も見学しつつ秩父橋を渡って大宮駅に達し，昼食後上

蔭森を経て橋立観音の石灰洞を見学．その後，上日野の化

石産地で採集し，贅川に投宿．

　8 月 24 日　先夜来の豪雨の影響で予定変更して赤平川

に沿って下吉田を経て小鹿野に到着（壽屋投宿）．

　8 月 25 日　ルートマッピングをしながら飯田を経て三

山川の白亜紀渓谷（いわゆる山中地溝）に入り見学．小鹿

野に戻り投宿．

　8 月 26 日　下小鹿野を赤平川沿いに虫食い状砂岩地形

を見学し大淵や出牛嶺を経て鬼石に到着．

　8 月 27 日　村の背後の山に登り，見取り図の実習をし

た後に三波川の支谷で結晶片岩を観察．午後は鉄道汽車で

鬼石から本庄に行き，さらに上野に帰着．

　

　（5）大正 5 年（1916）７月付けで『地學雑誌』＊に「東

京地學協會學術旅行開催廣告」が掲載されています．神保

小虎の指導で，講演「秩父ノ地形地質，鑛物，化石等」と

視察事項「荒川，神流川上流沿岸ノ地形地質，影森鍾乳洞

窟，其他」を実施するとの由です．日程は次の通りです．

　8 月 3 日　正午までに熊谷本町 3 丁目今井旅館集合　

昼食　午後 1 時 45 分秩父鉄道便乗国神下車　金崎角屋宿

泊　国神小学校にて講演．

　8 月 4 日　野上金崎間実地視察　親鼻橋梅屋（注：梅乃

屋？）宿泊．

　8 月 5 日　午前 7 時 14 分親鼻にて秩父鉄道便乗秩父町

下車　鍾乳洞視察（化石採集のことあるべし）　小鹿野町

寿旅館宿泊．

　8 月 6 日　午前 7 時出発　河原澤に至る　高橋旅館宿

泊　講演（当日峠に登りて地勢を視察し見取図練習等のこ

とあるべし）．

　8 月 7 日　午前 7 時出発　志賀坂峠を越え万場に至る

　山屋他一宿泊．

　8 月 8 日　午前 7 時出発　鬼石に至り三島屋宿泊　講

演（武蔵水力発電所視察のことあるべし）．

　8 月 9 日　解散．

大正 5 年当時の小鹿野の旧本陣壽屋（寿屋）旅館当主
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の田嶋保氏の日記に 8 月 4 日「東京地学協会旅行団御宿

舎」の看板を貼り，翌５日に「神保理学博士宿泊す．東京

地学協会旅行団 41 人」，6 日に「神保博士一行鬼石へ向う」

と記されています（広報おがの町の文化財（2011），「宮

沢賢治　小鹿野宿泊の日記発見」no. 72，7．）．「壽屋」は

いわば当時の地質調査・巡検の定宿となっていました．現

在では，平成 23 年に「小鹿野町観光交流館」として公開

されました（第 2 図）．

（6）大正８年の『地質學雑誌』＊に佐藤傳蔵（1919）「日

本に於ける地質鑛物學の修學旅行に就て」が掲載され，そ

の第二案が「秩父の結晶片岩，吾妻火山，磐城相馬の白亜

紀層」でした．「（一）上野より熊谷を経て寄居にて下車，

汽車時間約三時間半，金崎泊．寄居の渡場の滑面を呈せる

礫質砂岩，象が鼻の輝岩，石墨片岩との境界（断層），末

野の絹雲母片岩の石切場，本野上の試掘鉱山，断層に沿へ

る坑道，結晶片岩中の含銅黄鉄鉱層，大曲の複雑なる褶曲

を呈せる雲母片岩，雲母片岩中の磁鉄鉱，緑泥片岩中の黄

鉄鉱，長瀞館の対岸の甌穴，親鼻橋下の紅簾片岩及び大小

二個の甌穴，緑泥片岩中の磁鉄鉱結晶，金崎に於ける蛇

灰岩の餅盤，其の石切場，山崩れ等，（二）金崎，大宮間

汽車又は徒歩，荒川沿岸の第三紀の介殻化石，上影森の石

灰洞窟（以下略）」とあり，いずれにしても明治期から大

正期の秩父地域は巡検のいわばメッカだったといえます．

盛岡高農でも毎年のように秩父巡検を実施しました（第 1

表）．

３．宮澤賢治の秩父巡検と短歌

さて，宮澤賢治は，盛岡高等農林学校 2 年次の大正 5

年（1916）9 月に級友ら 23 名と関豊太郎・神野幾馬に引

率されて秩父地方へ地質巡検を行いました．賢治は 9 月

１日午後 7 時の列車で上京し，翌 2 日午後 12 時 53 分上

野着，一行と合流して午後１時 20 分上野発，３時 20 分

熊谷着，同地泊，3 日は寄居，末野，国神へと移動し，そ

の間立が瀬，象ヶ鼻や荒川河岸で岩畳や虎岩の結晶片岩を

見学し，さらに親鼻橋近傍の世界的に有名な紅簾片岩など

を見学しました．「梅乃屋」に宿泊したと推定されています．

その際，一学年下（生年は同じ）の保阪嘉内に宛てた葉書

中に９首の短歌を記したうち，岩石名を詠み込んだ一首「つ

くづくと「粋なもやうの博多帯」荒川ぎしの片岩のいろ」

がよく知られています．これは，一説では，長瀞で「虎岩」

と俗称される黒雲母片岩（現在では「スティルプノメレン

片岩」）の岩肌が場所によって帯赤褐色の黒雲母（現在で

第３図　「ようばけ」露頭．

第４図　�賢治歌碑「さはやかに　半月かゝる　薄明の　秩父の
峡の　かへり道かな」

第２図　「小鹿野町観光交流館」（旧本陣寿屋）．
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はスティルプノメレン）と，その片理に直交する白色の石

英や方解石が層状・脈状をなす様を博多帯の模様になぞら

えたものです（本号，口絵第 1 図参照）．この他「白い片

岩の小砂利に倒れ」（「オホーツク挽歌」（賢治の詩作品の

タイトル．以下同様））や「結晶片岩山地では / 燃えあが

る雲の銅粉」（「樺太鉄道」）と出てきますが，賢治作品に

は（結晶）片岩についてはこのくらいしか歌われていませ

ん．4 日には国神から馬車で小鹿野へ移動し，途中「よう

ばけ」（注：「太陽の当る崖」という意で，夕闇迫る谷あい

で夕日に輝く崖にちなんで命名されたといわれます（第 3

図）．新第三系の秩父町層の露頭で鯨や蟹などの多くの海

生動物化石を産する）や「皆本沢」などを見学し，短歌を

詠みました（第 4 図）．その夜は小鹿野の「寿屋」に宿泊

したことが上述の当時の館主の日記から確認されました．

「9 月 4 日　盛岡高等農林学校生徒職員一行 25 人宿泊す．

三田川村皆本沢へ向かい明日は三峰山と．本日午後盛岡高

等農林学校御定宿の看板を掲げる．…」「9 月 5 日　盛岡

高等農林学校関先生，神野先生，生徒 23 人を送る．パン

代 2 円を入れ置く．馬車へよろしく頼み遣わす．生徒一

行の石をも送る．」と記録されています．（注：賢治がこの

時採集したと思われる結晶片岩のうち絹雲母片岩・滑石片

岩・緑泥片岩・石墨片岩が岩手大学の農業教育資料館に所

蔵公開されています）．5 日は三峰山に登り三峰神社宿坊

に泊まりました．6 日には山を降りて影森の鍾乳洞（石灰

洞）を見学して秩父大宮の角屋で宿泊したと推定されます．

7 日に荒川対岸の甌穴を見て，本野上を経由して盛岡へ帰

郷しました（第 5 図）．『校友会会報第三十二号』に「盆

地にも，今日は別れの，本
ほ ん の が み

野上，駅にひかれる，たうきび

の穂よ．」という短歌が掲載されていますが，巡検中には

どういうわけか賢治は岩石・鉱物名を始めとする地質学用

語を取り入れた短歌はほとんど残していません．

４．保阪嘉内の秩父巡検と短歌

翌大正 6 年（1917）7 月に行われた嘉内らの巡検の道

程は次の通りです（本間，2008）．大正 6 年（1917）7

第５図　�賢治巡検ルート（宮沢賢治記念館企画展示「埼玉秩父と賢治」展示解説書より）．
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月 23 日（3 首）：盛岡発（汽車），24 日（９首）：那須野

～栗橋～大宮～熊谷（汽車）（熊谷本町の松坂屋に宿泊），

25 日（79 首）：熊谷～寄居（汽車）・寄居～波久礼（徒歩）・

波久礼～本野上（汽車）・本野上付近（歩）・本野上～国神（汽

車）・国神～親鼻（徒歩）・親鼻～秩父（汽車）（秩父町角

屋に宿泊），26 日（21 首）：武甲山～影森（徒歩？），27

日（10 首）：秩父～熊谷～川越～所沢～東村山～八王子（汽

車）（八王子の角喜に宿泊），28 日（12 首）：八王子～小

仏～甲府（汽車・徒歩）（甲府の古名屋に宿泊），29 日（8

首）：甲府～勝沼～諏訪湖・上諏訪（汽車）（上諏訪の吉田

屋に宿泊），30 日（11 首）：上諏訪～和田嶺～富士見）（汽

車・徒歩）（注：カッコ内の○首はその日に詠んだ短歌の数）

当時の理解では，ヨーロッパの古生界以下の古い地層

は，以前は化石が発見されなかったことから「無生界」「太

古界」「始原界」（地質年代名としては「無生代」「太古代」「始

原代」）と称されました．その後化石が発見され，「始生界」

と「原生界」に二分されました（地質時代名では古い方か

ら「始生代」，「原生代」）が，まだ詳細は不明でした．『報

告書』では地質時代の分類として，（一）無生代（二）始

生代（三）古生代…とありますが，上述のように（二）始

生代は（一）無生代の一部なのでおかしな項目立てです．

しかも「無生代の地層は恐らくは少くとも原始地殻の一部

を代表し」と説明していますが，始生代については何も記

述していません．岩相としては「始生界」は主として片麻

岩及び類似の岩石からなり，「原生界」は主として結晶片

岩や石灰岩などからなります．したがって日本では，「太

古界」下部は「片麻岩系」，上部は「結晶片岩系」（「御荷

鋒三波川系」）と区別されましたが，それぞれが「始生界」

と「原生界」に相当するかどうかは大正時代後期になって

も議論の余地がありました．例えば後者は古生界中部の可

能性が指摘されていました．いずれにしても「結晶片岩系」

の下部は絹雲母片岩が卓越し，紅簾片岩を伴います．中部

は斑点を有する石墨片岩と緑泥片岩（口絵第 2 図）が繰

り返し，上部は緑簾石や絹雲母などを含む片麻岩からなる

とされていました．これらは，巡検した秩父地域に広く分

布しており，以下のように嘉内短歌で最も多く詠われてい

る岩石種です．

嘉内は「始原系」とも使っています．「わが来る / 秩父

寄居の / 山の尖り / 始原系なるとて，/ さわな怒りそ，」（小

鹿野賢治の会編では「始原系なりと / さはな怒りそ，」）「始

原系の / 山の先鋭 / 怒り居れば / 寄居の町は縮みあがれ

り，」「原始系ママの山の怒り / と云ふことは / われらを / 喜

びむかふるにあり，」です．上の説明からすれば「始原系」

ではなく「始原界」とすべきなことはおわかりでしょう．「原

始系」という誤記もあり，当時のいわゆる古生代以前の

地質は専門家でも詳しくわかっていなかったので，嘉内が

あいまいだったのも無理からぬところです．それでは，賢

治作品などとの対応を踏まえつつ岩種別に見ていきましょ

う．

４．１　火成岩
igneous rock を「火成岩」と訳したのは，当時地質学

の普及啓発にも熱心だった東大教授の神保小虎（明治 24

年，1891）だといわれますので（歌代ほか，1978），賢

治や嘉内が学んだ大正時代には定着した用語でした．嘉内

が「火成岩」という語そのものを詠んだのは，「秩父なる

/ 結晶片岩のなかなれば / 火成岩のやつら / 硬ばる，七月，」

１首だけです．火成岩が結晶片岩の形成後に迸入固結した

と理解していたことを意味します．上述したように明治

期の代表的な教科書であった『日本地質學　全』＊（神保，

1896）にも斑糲岩や閃緑岩などの火成岩の迸入が記され

ており，同様に大正期の『前世界史』＊（横山，1918）でも「吾

が始原界を貫く火成岩には花崗岩，閃緑岩，石英斑岩，玢

岩，斑糲岩，ノーライト（淡路に存り）橄欖岩，蛇紋岩等

があるが，その噴出の時代は多く不分明である．」を踏ま

えた表現でもあります．賢治も童話『台川』で「あれは水

成岩のなかにふきだした火成岩ですよ．岩脈ですよ．」と

述べているだけです（注：ここでは火山岩の意）．あとは

具体的な個々の岩石名が登場します．火成岩は，形成され

た深さと含まれる珪酸（SiO２）の量比（珪酸の量が多い

のが酸性）によって区分されます．以下その分類に依拠し

て嘉内短歌における火成岩を見ていきましょう．

　（1）深成岩：マグマが地下深所でゆっくりと冷却・固

結したため結晶（斑晶）が大きく成長した完晶質粗粒の火

成岩です（注：賢治らは「深造岩」としていますが，作品

にはほとんど出てきません）．

花崗岩：酸性深成岩の代表で，石材名としては「御
み か げ

影

（石）」と称されます．当時の花崗岩分類の知見を共有する

ために佐藤（1925）の増訂改版『岩石地質學』＊を引用し

ておくと，①正式花崗岩又複雲母花崗岩，②白雲母花崗岩，

③黒雲母花崗岩，④角閃花崗岩，⑤輝石花崗岩の 5 種類

となります．

24 日に詠んだ「氷川社の / 鳥居の石の Granite/ 夏日炎

天に / 白く光れり，」に出てくる「氷川社」は，現在のさ

いたま市大宮区にある「氷川神社」のことで武蔵周辺に

200 社以上もある氷川神社の総本社です．秩父に行く途
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中そこにお参りした際に潜った石の鳥居が，花崗岩からで

きているということです．酸性岩は珪酸分が多いので白っ

ぽく見えるので，さらに日を浴びて「白く光れり」となり

ます．日本的な「神社」「鳥居」に対して英語名 Granite

を配したところが特徴的です．もう一首「はにかめるこの

Granit’/ その顔のうす褐色の斑点を恥ず，」と英語スペル

を用いています（注：Granit’ は嘉内独自の表現です）．短

歌の文脈や巡検の道程からみて，これは川越ないしそれ

から八王子に至る間の停車場の建材として用いられてい

た「両雲母花崗岩」を指していることは，この短歌に先立

つ「停車場の両雲母持つ花崗岩 / 石工の子らにたゝかれに

けり」「大空に輝く輝石，/ 両雲母花崗岩さへ / 少し含羞

む」から明らかです．さらに，「グラニット，/ 已に色褪

せ三十の女になりて，/ 淋しんであり，」とあわせてみる

と，前述分類の「複雲母花崗岩」に相当する「両雲母花崗

岩」中の黒雲母が風化変色してその石材の研磨面でやや褐

色化していることを斑点に擬していることを意味していま

す．20 歳くらいの当時の男性（嘉内）の考えでは三十女

（今風に言えば「アラサー」）はすでに容姿顔色が色褪せた

存在だったことを示唆していることになります（もちろん

この見解は嘉内のものであって必ずしも筆者の同意すると

ころではありませんが）．巡検最後の信州での途次に詠ん

だ「鬼御影，/ 冷たい色のサロメなれど，/ このグラニッ

トよき娘なり，」（小鹿野賢治の会編では「鬼御影冷たき蝋

のサロメなれ / ここのグラニットは佳き娘なり」．賢治や

嘉内作品は推敲の過程で異稿が存在します．以下同様）と

いう短歌でもカナ表記の「グラニット」が使われています．

「鬼御影」は和歌山県新宮市の明神山から産する粗粒の流

紋岩石材を指すこともありますが，ここでは花崗岩石材名

の一つでとくに粗粒のもの（巨晶花崗岩・ペグマタイト）

の俗称です．サロメは，1 世紀頃古代パレスチナの領主ヘ

ロデ・アンティパス（義父）の妃ヘロディアの娘です．踊

りの代償にイエスに洗礼を授けたヨハネの首を求めたとし

て，その異常性から絵画を始め多くの芸術作品のモティー

フとなってきました．特にオスカー・ワイルドによる戯曲

『サロメ』（1893）が有名です．賢治は，浮世絵とともに

オーブリー・ビアズリーの特異なペン画を収集していたと

いわれます．彼の有名な作品の一つがサロメの挿絵なので，

賢治も購入して嘉内にも見せたのかもしれません．いずれ

にしても当時嘉内らは「サロメ」について当然見聞きした

ことでしょう．「鬼御影」の「冷たい色」や「鬼」の語感

を「サロメ」のイメージに対比させ，一方で石材として良

好であるという感想を述べたものです．ちなみに巡検地付

近の花崗岩（実際には花崗閃緑岩～石英閃緑岩）は，新生

代新第三紀中新世のもので比較的新しい地質時代のもので

す（岩手県下の花崗岩類はより古いおもに中生代白亜紀）．

形成時代が若いということも「このグラニットよき娘なり」

の「娘」に通ずる感があります．この短歌に先立つ２首が

「明神の森に休める花崗岩，/ 肉色光の長石の色」「故里に

かへりしごとし花崗岩，/ 肉色光の長石のいろ，」です．「肉

色光の長石」とは花崗岩の造岩鉱物の１つであるカリ長石

に属し，白色～桃色を呈する（当時は肉紅色とも称されま

した）正長石のことです．一方，賢治作品にも多くの「花

崗岩」や「御影」が登場し，賢治の花崗岩に対する関心の

深さが窺えることはすでに述べました（例えば『楢ノ木大

学士の野宿』第二夜は角閃花崗岩の石切り場が舞台です）

（加藤，2011）．

閃緑岩：中間組成の（当時は「中性」といわれていました）

深成岩の代表です．行きの 24 日に那須野～栗橋～大宮～

熊谷と移動し，熊谷本町の松坂屋に宿泊します．おそらく

熊谷の町を散策する折に閃緑岩からなる碑石を詠みこんだ

同工異曲の短歌が 3 首あります．「熊谷の蓮生坊の / 立て

た碑の / 閃緑岩の / あはれなるかな，」「熊谷の蓮生坊の /

一蓮に託生ママせんと，/ 閃緑岩の / いのり，」「熊谷寺，/

蓮生坊の / 去りし日の / あはれは / 今も，閃緑岩に，」です．

その昔，平家に仕えていた熊谷直実は，石橋山の戦いを契

機として源頼朝に臣従して御家人となり，さらにのちに出

家して蓮生（れんせい）と号しました．『平家物語』にお

ける平敦盛との一騎打ちは，世の無常観を表現した題材と

して有名で様々な舞曲の演目に取り上げられています．短

歌の「あはれ」というのは当然これを踏まえているわけで

す．また秩父からの帰路に再度熊谷に立ち寄った 27 日に

も「熊谷の蓮生坊の閃緑岩，/ 石屋弥陀六，/ 見あらはさる，」

と詠んでいます．もちろん，これらの閃緑岩は天然の露頭

ではなく石材です．賢治が前年に巡検中に嘉内に宛てた葉

書に記された短歌にも「熊谷の蓮生坊がたてし碑の / 旅は

るばると泪あふれぬ．」とあり，蓮生に対する悲哀同情の

念は共通しますが，石碑の岩質には触れていません．嘉内

はこの他，29 日に訪れた山梨県勝沼付近でも閃緑岩につ

いて詠っています．「勝沼の閃緑岩の白光もわれには旅の

人の白眼，」（小鹿野賢治の会編では「勝沼の閃緑岩の白き

照りに / 旅人われの眼灼けたり」）「あはれなる閃緑岩は風

化して，不二のあるべき南を向きたり，」「今云はず，白葡

萄酒のアルコール，閃緑岩の体より来し」は閃緑岩露頭で

詠んだものでしょうが，やや現実感の薄い感傷的な表現で

す．いわゆる新第三紀中新世の甲府深成岩体に属する花崗
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閃緑岩～石英閃緑岩でしょう（口絵第 3 図）．

斑糲岩：塩基性深成岩の代表で，当時は「飛白岩」と

も称され教室所蔵の岩石標本（島津製作所標本部作製の岩

石標本 150 種）の一つに「Gabbro 飛白岩（徳島県峯丘山）」

とあります．また，『報告書』でも「白色の斜長石及び暗

鼠色若しくは暗緑色の異剥石（片状輝石）よりなり粗粒状

をなせるものは白地に黒斑を有するが如き観あるを持って

飛
か す り

白岩と呼ばる．」と記しています．これは「かすり模様」

の意味で，白い斜長石と黒い輝石をかすりの白の地と黒の

斑点に見立てたものです．これを踏まえて「飛白岩，/ 夏

日のしたに輝けり，/ 異心を持ちて輝き逆
そ

むく，」（小鹿野

賢治の会編では「飛白石　夏日に照りて　順逆の / 互に叛

く輝きをせり」）とあり白い斜長石と黒い輝石の対照的な

光かたを詠っています．賢治採集標本にもおそらく早池峰

で採集したと思われる「斑糲岩」（ラベル I7）があります．

賢治作品中では「花崗斑糲」（「晴天恣意」，注：花崗岩と

斑糲岩の意），「ギャブロ」（「発電所」）や「飛
ギ ャ ブ ロ

白岩」（「詩

への愛憎」）と登場します．嘉内短歌では後述のように両

者の表記が出てきます．さて，巡検地の上諏訪周辺には斑

糲岩小岩体が分布し，これらの多くは周りの花崗岩より硬

いので侵食に抗して各地で小さな丘を作っています．これ

を踏まえて嘉内は，「何がさて，/ 斑糲岩のなまけもの，/

なかなかわれず，/ 性もよくなし，」と毒づいているわけ

です．「飛白岩」を嘉内がどう読んだかはルビがないので

不明です．巡検時最後の短歌「異剥石，/ 軽薄岩と云ふべ

きか，/ 光り，/ 光らず，/ すべて日に依る，」も上述から

おわかりのように斑糲岩中の異剥石（注：輝石の一種）を

言っており，したがって「軽薄岩」も「斑糲岩」の悪口と

いうことになります．他者（ここでは日光）に頼って自分

の存在意義を主張しえない性格を擬人化して表したもので

す（口絵第 4 図）．

輝 岩：「蛇紋岩」とともに超塩基性深成岩の代表で

す．25 日に「以上寄居川端輝岩頌」として「川端の輝石

は / 高く笑へるを / 愚の羅漢 / 一人悲しむ，」「朝日づく /

Pyroxenite/ かゞやける / 石と石とを打てる人の子，」「朝

日づく / 川端なれば / ボロ服も光輝やく / 輝岩のほとり

に，」「輝岩，/ 輝岩，/ かゞやき岩の朝にして，/ 旭はわ

れに / かゞやきかゞやく，」「川端の輝岩風化に / 輝くは /

朝日と / われの洋服の赤，」とあります．いずれも朝日に

照らされて輝く川端付近に露出する輝岩を主題にした短歌

です．第一首の「輝石」は，輝岩の主成分鉱物である輝石

を指すのか，あるいは「輝岩」の誤記なのか判然としませ

ん．日本では「輝岩」の用法は混乱しており，最近では英

語名をカナ表記して「パイロキシナイト」と称されること

が多いようです．前述のように「頌」とあるので，嘉内は

「輝石」に対してプラスのイメージを持っていたようです．

また，秩父からの帰途の 27 日に川越で詠んだ「関東の川

越町の大空に / ひどく輝く / 輝岩のひかり，」（小鹿野賢治

の会編では「関東の川越町の夏の空 / 輝石の微塵　光り輝

く」）があります．これは現実の輝岩ではなく，空の輝き

をかけて表現したものでしょう．賢治作品には登場しませ

ん（口絵第 5 図）．

蛇紋岩類：「蛇紋岩」を「火成岩」に区分するのは若干

問題がありますが，当時の見解に従っておきます．賢治作

品には数多くの蛇紋岩（サーペンティン）が登場しますが

（加藤，2011），反対に嘉内短歌には唯一秩父で詠った「ま

つくろのセルペルチン / の石綿化，/ ぼんやり夏の日に /

鈍りあり，」だけです（口絵第 6 図）．蛇紋岩が風化変質し

て石綿になることは賢治共々理解しており，露頭で観察し

た様を詠んだものでしょう．この他は，むしろ石材として

の「蛇灰岩」（蛇紋石を含む結晶質石灰岩や方解石をかな

り含む蛇紋岩．磨いて装飾石材）やその石材名「鳩糞石」（埼

玉県皆野東方の産地を構成する三波川結晶片岩中の高級蛇

紋岩石材名．方解石脈が発達し，白色部分が多いことを「鳩

糞」になぞらえたもの）として登場します（口絵第 7 図）．「蛇

灰岩 / 鳩糞石と / 云はれても / 元々柔和に，/ 黙りあるか

な，」「柔和なる / 鳩糞石は / 磨かれて / 天の柱になりて光

れり，」（これは大正六年（1917）発行の校内誌『アザリ

ア』に掲載されています）「柔和なる / 鳩糞石（Ophicalcite）

は / これでこれ / 大事業する /Kalkstein に」です．上述の

ように神保（1896）の「鳩糞石」の説明で「鳩糞石」は「石

灰石ト蛇紋石ノ混合ヨリ成ルモノ（Ophicalcite）」という

説明を受けてのものです．Kalkstein はドイツ語で「石灰岩」

のことです．

　（2）火山岩：マグマが地下浅所ないし地表で急激に冷却・

固結したため結晶（斑晶）が大きく成長できず微小な結晶

粒またはガラス質からなる石基にやや大きな結晶（斑晶）

が散在する斑状を呈することが多い火成岩です．「噴出岩」

と同義です．

流紋岩・（石英）粗面岩：酸性火山岩の代表です．嘉内

が盛岡を出発する際に詠んだ「夕迫れば / 馬鹿者トラカイ

トなる / 屋根瓦，一枚一枚 / 空に吸はれる，」「馬鹿者の音

楽会と / 粗面岩，/ この夕暗の空に葬むれ，」の 2 首があり，

いずれも粗面岩（trachyte）を「馬鹿者」として侮蔑して

います．これはどういうことでしょうか．粗面岩は，横山

（1896）『地質學教科書』＊では，「おもにガラス質長石の



GSJ 地質ニュース Vol. 1  No.10（2012 年 10 月）     301

温故知新・宮澤賢治と保阪嘉内の「秩父巡検」考

微晶よりなる細粒ないし緻密な石基中の全鉱物の結晶が斑

紋状に混出するもので，色や外貌は石英粗面岩（Quartz- 

trachyte,　Liparite に似ている」（わかりやすいように現

代語に書き換え．以下同様）と説明されており，賢治らの

『盛岡附近地質調査報文』（大正 5 年（1916）調査，翌 6

年（1917）『校友会会報』に掲載）では，「石英粗面岩（流

紋岩）」は出てきますが，「粗面岩」そのものは出てこない

ので嘉内は短歌では語数の関係で前者の代わりに後者を用

いたのでしょう．『地質學教科書』＊で「岩面多くは粗糙な

り故に名あり」と記されているので，粗雑な性質を馬鹿に

なぞらえたのでしょう．「石英粗面岩」（liparite リパライ

ト）と「流紋岩」（rhyolite ライオライト）はほぼ同義です．

弟の清六の話として「賢治が，石英粗面岩の話をすると，

きまって，まわりのものが笑いました．またリパライトかっ

てね」というエピソードが知られており（宮城，1975），

賢治の本岩に対するこだわりが感じられます．『校友会会

報』第三十二号に健吉名義で発表された賢治の短歌に「灰

色の岩」と題された次に挙げる 3 首があります．「鈍感の，

ねずみ色なる，この岩は，七月の午後の，霧を吸ひたり」「そ

のむかし，なまこのごとく水底を，這ひて流れし，石英粗

面岩」「おろかなる，灰色の岩の丘に立ち，今日もくれた

り，雲はるばると」です．特に 2 番目の句は，宮城（1975）

でも指摘されているように，灰色の石英粗面岩（流紋岩）

の元になった酸性マグマの流れにくい粘性の高い性質と水

中噴出時の冷却を踏まえたたくみな表現です．特徴的に見

られる楕円体団塊の集合を枕状溶岩（俵状溶岩）と呼びま

すが，水底をゆっくりと冷却固結しながら進むイメージや

その枕状の形態を「なまこ」に見立てたものでしょう．こ

の他，「愚かなる / 流紋岩の丘に立ち」（歌稿 B331），「陰

気至極の Liparitic tuff」（『歌稿 A』418，）「暗いリパライ

トは」（「第四梯形」） （注：Liparitic tuff は「石英粗面岩質凝

灰岩」の意味）．また，「あまりに沈む Liparite かな」（『歌

稿 A・B386』・387），「あまりにしづむ　リパライトなり．」

（『歌稿 B』387）ともあります．賢治は流紋岩（石英粗面岩）

に対して「愚か」「陰気」「暗い」といったイメージを付し

ており，こうしたイメージは前述のように嘉内も共通して

持っていたことを示しています．

さて，次に大宮を経て熊谷に至る際の歌に「安山岩」

と「玄武岩」が登場します．

安山岩：中性火山岩の代表です．7月24日の作「大

宮の街で見たるは/紫蘇輝石，/安山岩/のひるが/更けた

り，」（小鹿野賢治の会による『復刻版　宮沢賢治　保

阪嘉内　歌碑建立記念誌』によれば「大宮の街で見たる

は紫蘇輝石/安山岩らに　昼たけにけり」）や「汗流す，

/紫蘇輝石かな/石屋場に/みがゝれて光る/石の横顔，」の

2首は，安山岩露頭ではなく大宮の石材店で見た紫蘇輝石

安山岩石材の研磨面に夏の日が反射するさまを詠んだもの

でしょう．『報文』には出てきますが，賢治作品には登場

しません．紫蘇輝石hyperstheneは安山岩によく見られる

斑晶鉱物の一つで肉眼的にも識別が容易です．日本語訳

は明治時代中期以降にその色合いから（ちなみに『大鑛物

學』＊では「紫蘇輝石は鉄の分量多く黒褐または黒緑色を

呈し」「結晶は濃緑色なるも表面の風化せる部分は赤褐色

なり」とあります）名付けられたものと思われますが，訳

者は不明です．

7 月 30 日信州諏訪付近での作「すわのうみ，/ 輝き出

せば，/ まっくろの / 玻璃安山岩これも光れり，」（小鹿野

賢治の会編では「すわのうみ　輝き出せば　まっくろの /

玻璃安山岩も　まけず光れり」）「玻璃質の安山岩の悧巧さ

は，/ 夏の七月，/ よく汗ばめり，」「すわのうみ，/ 黒安

山岩と争ひて互いに怒り，輝きてあり，」の 3 首は黒色の

ガラス質安山岩溶岩を詠んだものです．マグマが急冷した

場合，斑晶が十分成長せず石基あるいは岩石全体がガラ

スからなります．盛岡高農所蔵の「岩石標本」にもありま

す．また，「玻璃」は岩石や鉱物の表面の光沢を表わす語

としても使われます．これらを踏まえて夏の日に光るガラ

ス質安山岩と諏訪湖の湖面を対比させています．嘉内は，

他所に見られるように岩石を愚かとみなすことが多いので

すが，この安山岩には悧巧さを付与しています．ガラスは

準安定なので古い地質時代の岩石には見られず，また諏訪

湖（諏訪盆地）周辺に分布する点から上部鮮新統～下部更

新統のいわゆる塩嶺累層に属する安山岩と思われます．

「角礫の安山岩のボロキモノ，/ 石屋の軒におろされて

あり，」「ボロキモノ，/ 紅，黄のハギをつけし岩，/ さっ

ぱり光らず，/ 夏はあるなし，」の 2 首は安山岩集塊岩を

詠ったものです．異質の粗粒物（角礫状の岩片）を多く含

む火砕岩で，やはり塩嶺累層に属するものでしょう．赤～

黄色の異質岩片をハギに見立て，全体をボロキモノとして

います．石材としてはあまり良質ではないので「軒におろ

されて」ほうっておかれ，岩石表面も光沢に乏しいことを

意味しています．『報告』では，「安山集塊岩とは安山岩の

大なる破片及小なる砕屑の乱雑に集積したるもの」と記さ

れており，当時は「安山集塊岩」とも称されました．賢

治作品では「安山岩集塊岩」（「展勝地」）と「安山集塊岩」

（「丘陵地」〔何かを俺に云ってゐる〕『或る農學生の日誌』）

と出てきます．賢治は大正 8 年（1919）8 月 20 日付け
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の保阪嘉内宛の手紙では「学校でならったことはもう糞を

くらへ．アンデサイトアグロメレートがなんとなされた」

と述べ，やや八つ当たり的になっています．「アンデサイ

トアグロメレート」とは安山岩集塊岩の英語名 andesite 

agglomerate です．自分の将来の職業を考える際に，こん

な専門用語を知っていても現実の役には立たないという賢

治の嘆きや憤りが感じられます（口絵第 8 図）．

玄武岩：塩基性火山岩の代表です．「玄武岩は柱，/ 々

が立ちにけり，/ こゝは熊谷蓮生坊の墓，」「Basalt のまっ

くろなれば熊谷の里顔に似て旭扇を仰ぐ，」とあります．

筆者は見たことはありませんが，蓮生坊の墓石は黒い玄武

岩石材からなっているのでしょう．柱状節理が発達するこ

とでも知られています．「旭扇を仰ぐ」は旭を浴びるとい

うことでしょうか．

　どういうわけか，賢治作品には「玄武岩」は登場しません．

４．２　堆積岩
当時における非変成古生代堆積岩の代表が，「秩父古生

層」で，地質調査所発行の旧 1/20 万「盛岡」図幅などで

もその名称が用いられています．神保（1896）の『日本

地質學　全』* では，秩父層の上部は石炭紀のフズリナ石

灰岩を挟むことから時代は確定できますが，下部は不詳と

され，有名な陸中釜石の鉄鉱床も秩父層の上部に相当する

とされていました．

粘板岩：巡検も終盤の 29 日に甲府～勝沼～上諏訪と山

梨県から長野県へと移動する際に，勝沼付近に分布する粘

板岩を詠んで「勝沼の粘板岩のボツボツは平和に起こる風

雲のきざし，」「あゝ已に世は平らかにあらずして粘板岩の

ボツボツの班ママ，」（「班」は「斑（点）」の誤記か）「粘板

岩，/ ほうそうやみと云ふことは，/ われにはかなし，こ

の良き岩の」「勝沼の粘板岩のいさほしの高きをめづる，/

この変質の，」「諏訪の湖
ウミ

，/ 今宵はこゝに泊らんと，/ 粘

板岩の顫ふ窓かな，」（小鹿野賢治の会編では「諏訪の湖今

宵はこゝに泊らなん / 粘板岩の顫ふ水辺に」）とあります．

当時中生代白亜紀から新生代古第三紀に形成されたと考え

られていた四万十帯に属する細かい泥や粘土の粒子からな

る粘板岩（スレート）が，中新世の火成活動によって接触

変成を受けてできた結晶（変晶）がボツボツ点在する様を

詠んだものです．嘉内好みの緻密で堅い岩石が変質変成を

受けてボツボツができた様を擬人化して「疱瘡」（天然痘

ウイルスによる感染症）で，治癒しても瘢痕（いわゆる「あ

ばた」）が残ることになぞらえたものです．

輝緑凝灰岩：『報文』で「寧ろ緻密にして多少灰状をな

し緑色及び紫色を呈し時に両色を交へ，塊状又は多少片状

をなし屡々硅質を帯び堅硬となれるものあり，古生代に盛

んに噴出したる輝緑岩質の火山灰海中に沈積固結したる

もの…又炭酸石灰の細脈或は巣を保有しシヤールスタイ

ンに該当するものあり」と述べています．本来「輝緑凝灰

岩」と「シャールスタイン」は同義ですが，賢治らは前者

をより広義に考えていたようです．多少変質した塩基性

火山噴出物の火砕岩・溶岩の集合物に対して使われます

が，厳密な岩石学用語ではなく，現在ではほとんど使わ

れなくなりました．嘉内は，「輝緑凝灰岩」「輝
シ ャ ー ル ス タ イ ン

緑凝灰岩」

「輝
シ ャ ー ル ス テ イ ン

緑凝灰岩」「シャール　スタイン」「SCHAL，STEIN」

「Schal stein」と様々な標記を用いています．このような

同一の岩石や鉱物に対する多様な標記は賢治と似たところ

があります．

「秩父なる輝
シ ャ ー ル ス テ イ ン

緑凝灰岩 / 夏の日に / 手に取りて見れば熾

熱の海」，「輝
シ ャ ー ル ス テ イ ン

緑凝灰岩 / 未練はあれどこれはまた / ともか

く砕け / 響あるかな」（「シャールステイン」は，誤記か意

図的な標記かは不明）や「SCHAL，STEIN/ ともかくわが

手に残りたり / 見ればこの世の / 美くしい娘，」の３首は，

輝緑凝灰岩の露頭をハンマーで叩いて割り，岩石標本（い

わゆる手のひらサイズの hand specimen）を採取し観察し

たという意味です．嘉内は，輝緑凝灰岩の岩体や岩相を好

ましい若い女性になぞらえています．以下も同様です．「秩

父なる / 輝緑凝灰岩を / 吹く風は / うるはしい女の顔に

そっくり，」「シャール　スタイン，/ 化粧を終わりすまし

たり / 班状晶の / 紋蛇岩ママのほくろ，」とあります．「班」

は「斑」の誤記でしょうが，「班状晶」は「斑状変晶」の

ことかもしれません．これは変成作用で生じる斑晶状の鉱

物結晶のことです．「化粧」は「変成作用」を意味し，「紋

蛇岩」は「蛇紋石」のことかもしれません．とすればこの

歌の意味は，変成作用を受けて輝緑凝灰岩中に晶出した

斑状の黒っぽい蛇紋石を化粧した（化粧しても隠せない）

女性のほくろにたとえたものでしょう．さらに，「シャー

ル　スタイン / 肉色白粉の薄化粧 / 炎天にして / 少し汗ば

む」「頬をよすれば / ほのかに脈す / 夏の日の / シャール

/ スタイン，若き娘の子，」ともあります．地質には関係

ありませんが，「若き娘の子」というのはくどい表現です．

「娘」は若いに決まっていますし，「子」も同様です．「Schal 

stein/ 輝緑凝灰岩なれば / ともかく / 凝灰らしくあるかな」

は，「輝緑凝灰岩」も広義には「凝灰岩」に属する意でしょ

う．「この岩は / つつましくよい女なれど / それでも女で

/ 剥ぐる性あり，」と詠んでいるのは，ここに露出してい

る輝緑凝灰岩が，日光などによる加熱に起因する物理的風
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化作用によってその表面が薄く剥がれ落ちる（剥離）性質

を持ったことを女性の性になぞらえたものです．この他，

「輝
シ ャ ー ル ス テ イ ン

緑凝灰岩の / 歌は四方から / 聞ゆれど / 急げばこゝを

捨てゝ去りたり，」「シャール　スタイン / 荒川岸の岩なれ

ば / 蚕むしろを / 干す女あり，」などもあり，「シャールス

タイン」というドイツ語の語感にも惹かれたのでしょう．

ラ ヂ オ ラ リ ア 板 岩：放散虫（Radiolaria）は， 微細な

海生浮遊性原生動物で，カンブリア紀以降から産出する

重要な標準化石です．非常に放散虫に富んだチャート質

岩は放散虫岩・ラジオラリア板岩とも称されます．神保

（1896）の『日本地質學　全』＊では，「らぢをらりあ板岩

（Radiolarian Slate）は其色緑又は赤にして緻密なる含石英

質板状のしゃーるすたいんなり　成分の異るに因て或時は

硅岩並に角岩に遷り或時は多少の砂を含みたる粘板岩に転

ずるあり　屡ば圧に会て層面に絹雲母を着け片状を呈する

者あり」と述べています．また，『報文』に「（輝緑凝灰岩の）

赤紫色のものは往々ラヂオラリア板岩に類似す」という記

述がありますが賢治作品中には出てきません．「教室標本」

に「ラヂオラリヤ板岩　Radiolarian Slate 埼玉県秩父郡影

森」があります．影森は当時から知られた産地で，巡検で

も同地を訪れたわけです．嘉内はそこで「ラヂオラリア/

板岩に落ちし/わが汗の/やがて風化の原因となれ」と詠

んでいます．また，影森に行く途中の前日に「ラヂオラリ

ア/板岩少し/差出して/蛇灰岩なぞあわれなるかな，」「ラ

ヂオラリア/悪性ものの板岩が/にょっきり立てば怒り，/

光る太陽，」と2首詠んでいます．

　石灰岩：26 日に訪れて詠んだ「秩父なる / 影森村の石

灰洞 / 灰色の石に / 太字の書附，」で「灰色の石」は，当

然石灰岩を指します．この後「（関さんの命によりて我輩

盛岡高農，一九一七，七，二六，IX と記す）」記してあり，

関先生の指示で嘉内が石灰洞に入る際に岩盤に書付をした

ときの模様でしょう．当時も石灰洞や鍾乳石・石筍の形成

機構は知られていました．例えば，『岩石地質學』* でも「（石

灰岩は）雨水殊に炭酸瓦斯を溶解したる水に対する溶解性

は，他の岩石に比して甚だしく大なるを以て，裂罅に沿ひ

て石灰岩中に浸入する雨水は，其の四周の岩石を溶解して

屡石灰洞を生じ，其の天井よりは鍾乳石を垂れ，其の床上

には石筍を生ずること珍しからず．」と説明しています．

賢治や嘉内らも当然これを理解していました．横山（1893）

で前述したように影森の鍾乳洞の鍾乳石や石筍に付された

神仏に因んだ俗称が多出しますが，一般に石灰岩（石灰や

鍾乳石・石筍）を愚かしいとして馬鹿にしています．「石

灰洞 / 帝釈天の機減ママとり / 今日はつんむり / すましある

かな」「石灰洞 / ていしゃくてんの馬鹿野郎 / 石筍にして

/ 天を指差す」「ばかものの / ていしゃくてんは / 天を指

す / この石筍の / きげんとりかも，」「ばかものの / てい釈

天の / きげんとり / 石灰岩らの / きげん取りあり，」「ばか

ものの / 帝釈天の石筍は / すまし，立ちたり，/ 石灰のほら」

「この洞の / 石灰たちの / 馬鹿者は / 帝釈天の / きげんと

りなり，」「ばかものの / 帝釈天の石筍は / 塩酸水で / 泡沸

すべし，」（注：石灰岩は炭酸カルシウムなので，希塩酸に

溶けます．野外で見分けるために持ち歩くことがあります）

「愚かものの / 石灰洞は人並みに / これでも / 寒い風の吹

きたり，」「石灰の鍾乳石の / 乳房なり / ぶらりとさがり /

うすのろの岩，」「石筍の / 白髯明神と / 三宝荒神 / 互ひに

向きてあらそひてあり，」（「白髭明神」は猿田彦命のこと

で白髭神社に祀られ，延命長寿の守護神や農耕開拓の祖神・

守神とされています．「三宝荒神」はわが国特有の仏教に

おける信仰対象の一つで，仏法僧の三宝を守護し，不浄を

厭離するといい，その像容は三面六臂または八面六臂です）

「うすのろの / 乳房の岩に / 水が垂る / 石灰洞のぼんやり

の明り，」「雲の波，/ ぐせいの舟の / 鍾乳石，/ 大かた黙

る / 愚か石灰」（注：「愚生」は書簡で男性がへりくだって

いう一人称）「いま去りし / 石灰岩の帝釈天 /tit to tat/ 人

間のつきあひ，」（注：give ○ tit for tat は「○にしっぺ返

しをする」「売り言葉に買い言葉をいう」ですが？）「秩父

なる二十八番 / 馬鹿者の / 石筍ならぶ / まっくらの洞
ウツロ

」な

どです．石灰洞のいわば主に譬えられる「帝釈天」と名付

けられた大きな石筍に対し，他の鍾乳石や石筍がへつらっ

ているようにみなして，「帝釈天」ともども馬鹿にしてい

るわけです．どうして石灰岩を蔑視するのかよくわかりま

せんが，もしかしたら「帝釈天」は関先生を揶揄し，自分

たちを周りの石灰岩になぞらえて卑下したものかもしれま

せん．この他前述したように「鳩糞石」を詠う中でドイツ

語で Kalkstein が出てきます．石灰岩を略して「石灰」と

する表現もあります．「山のうへの / 石灰積んだ箱車，/

空中にうかみ / 動かざる，/ 雲，」「山のうへの / 石灰車は

動かぬに / そのうへの雲も / 少しもうごかず」です．賢治

は，その晩年に酸性土壌改良のため東北砕石工場で精製さ

れた石灰岩粉末を普及販売するべく努力し，過労で寿命を

縮める結果となってしまいました（第 6 図）．

　中生代堆積岩：八王子から小仏を経由して甲府に至る

道程で，小仏層に属する砂岩類（砂岩・硬砂岩・珪質砂

岩・珪岩）や「角礫岩」を詠み込んでいます．「小仏層」

は，関東山地南部に分布する当時は時代未詳の堆積岩層で

す．明治時代には例えば神保（1896）は，関東及び近傍
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に分布する古生層と考えられた秩父層上部を小仏層に対比

し石炭紀後期～二畳紀と考えました．さらに，かのナウマ

ンが小仏層の方が古いとみなしたことを紹介しましたが，

現在では否定されていると述べました．大正時代には早坂

（1926b）は，小仏層は中生層（ジュラ紀）と考えました．

現在では白亜紀（狭義の小仏層）と推定されています．嘉内

や賢治の時代にはいわゆる時代未詳中生界の扱いでした．

硬砂岩：「淺川や硬砂岩ら / のあらそひの / 小仏系の /

深海の歌，」（小鹿野賢治の会編では「淺川は硬砂岩らの

争奪に / 小仏系の深海のうた」）「あゝ去りし日 / 硬砂岩ら

の / 戦ひの / 海の底なる / うたの雲かな」の 2 首があり

ます．「グレイワッケ」Graywacke は，古くはドイツのハ

ルツ山地の鉱山で砂岩を意味する語でした．grau（灰色）

と wacke（大きな石）という意味でした．中・古生層に

多く硬いことから明治時代に「硬砂岩」と訳されました

が，本来の語には硬いという意味はありません．泥質物質

が 15％程度以上基質に含まれます．砕屑粒の淘汰は悪く

また円磨度が低く，他の岩石片（チャートや粘板岩ほか）・

石英・長石・有色鉱物などの不安定な構成成分が多いのが

特徴的です．定義のあいまいさや使用法の混乱によって現

在の日本ではほとんど使われていません．『報文』で「関

教授は岩谷稲荷附近に於いて硬砂岩に似たる砂岩を採集

せられたり．」と記されていますが，賢治作品には登場し

ません．「学校標本」には「硬砂岩　東京都西多摩郡戸倉」

があり，また賢治が上京時訪れた鉱物陳列館にも「上野國

南甘楽郡神ヶ原」産の硬砂岩（Greywacke Sandstone）が

展示されていましたので実物標本は見たことでしょう．「硬

砂岩らのあらそひ・戦ひ」というのは，その岩石中に泥・砂・

礫の混在する様を堆積時におけるそれらの戦いとみなした

表現でしょうか．または，小仏系に属する各種堆積岩類（砂

岩・粘板岩・砂岩粘板岩互層・礫岩など）が覇権を争うか

のように互層状に繰り返し出てくる様でしょうか．後述す

る「角礫岩」の短歌を見ると後者のような感がします．なお，

「学校標本」には「Breccia 角礫岩　小仏系　東京都西多摩

郡浅川」がありますので，「淺川」で見た「硬砂岩」を詠っ

たものでしょう．

「硅岩」・「珪岩」：「硅岩」と「珪岩」は同じですが，賢

治らは前者を，嘉内は後者を用いています．その意味は広

義には幾つかあります．砂質堆積岩起源のホルンフェルス

（変成岩の一種），珪質砂岩，石英質砂岩やチャートなどが

含まれます．賢治や嘉内らは堆積岩としての理解でした．

古い時代の砂岩は往々にして形成後の続成作用の過程で珪

質化を受け，砂岩→珪質砂岩（石英質砂岩）→硅岩となっ

ていきます．例えば『報文』では，砂岩：「（簗川沿岸に局

在する砂岩は）「往々硅岩と区別し難きものあり」，硅岩：「緻

密若くは微粒状をなせる石英質の岩石にして，不規律なる

破面を有し」と記述されています．嘉内はこれを踏まえ

て「あゝ砂岩 / いつか仮面をかふむりて / 珪岩となりて /

すます悲しさ，」と詠っています．また，「この岩は / ヤン

キー的の / 紳士なれば / のらくらとして珪質砂岩」という

わかりにくい短歌もあります．「ヤンキー（注：アメリカ

人の俗称）的の紳士」というのも本場イギリスの紳士を真

似たけれどもなりきれていないアメリカ人紳士という意味

でしょう．したがって「のらくらとして」というのは続成

作用の途中で十分に珪質化を受けておらず珪岩に成りきっ

ていないことを揶揄しているのではないでしょうか．

角礫岩：『報文』で「○角礫岩　頁岩質及び安山岩質角

礫が細き砂泥によりて膠着せられたるものにして…北部鬼

越附近に於て所々に小露出をなす．」と記述されています．

また，「学校標本」には，ジュラ系・小仏系（白亜系）・第

三系の地質時代の異なる角礫岩標本があります．当時は「角

蛮岩」とも称されていました．「角礫岩」を詠った５首が

あります．「砂岩らの / 戦ひのうたを / 角礫岩，/ お
オ ヤ ジ イ

親父

なれば，/ 黙りて聞きたり，」とあるのは，川の上流域の

角礫が運搬される過程で研磨され細かくなって砂になる様

を，その形成の前後関係を親子関係にみなした表現でしょ

う．他の４首にも共通しますが，嘉内は「角礫岩」に対し

て「得度せる，さとりのかんばせ」「しずかに黙し，隠逸

の岩」などと成熟した静かなイメージを付しています．す

なわち「小仏の角礫岩の / さとりにも / 何時か入るべし /

葛はうら返り，」「小仏の角礫岩の得度せる，/ さとりのか

んばせ，/ 拝み奉る．」「小仏の角礫岩にうたは無し，/ 静

第6図　東北砕石工場石灰岩採掘坑道．



GSJ 地質ニュース Vol. 1  No.10（2012 年 10 月）     305

温故知新・宮澤賢治と保阪嘉内の「秩父巡検」考

かに黙し，/ 隠逸の岩」（小鹿野賢治の会編では「小仏の

角礫岩は　歌捨てて / 黙行永き隠逸の岩」）「小仏の角礫岩

の角に咲く，/ 白山百合の深海のうた，」です．一方，大

正 14 年（1925）にいわゆるイギリス海岸と称された北

上川沿岸で賢治が案内し化石バタグルミ採集を実施したの

が当時東北帝国大学の早坂一郎助教授です．後年の彼の著

書に『角礫岩のこころ』（1970）があります．冒頭で「川

の流れに搬ママばれて，山々から，また谷底から集まって

来る礫は，さまざまな岩類を網羅する．それらは河口の地

域でつみかさなって礫岩になる．流路が短い場合などには，

礫は充分丸味をおびることが少なく，角ばったままのもの

も，多くまじっている．これが，わが国の地質学が角礫岩

と呼ぶものである．この文集に「角礫岩」の名をとったの

は，その内容の類似の故である．角礫岩と同じように，こ

の文集も内容が雑然，しかもまだ充分丸味を帯びていない．

そのような私の心が一冊に綴られているのが『角礫岩のこ

ころ』なのである．」と述べています．すぐに賢治作詞の

『角礫行進歌』が思い浮かびます．「角
かくれき

礫のかどごとにはが

ねは火
ひ ば な

花をあげ来
こ

し」）とある一節は生徒をまだ人間的に

成熟していないとして「角礫」になぞらえたものです．つ

まり，昔も今も地質に携わる者にとって「角礫」に対する

思いは「未熟・未完成」といった共通したイメージを持っ

ていますが，上述のように嘉内はまったく逆のイメージを

付与しています．

　新生代堆積岩類：賢治の好んだ「第三紀」Tertiary と「第

四紀」（「洪積世・沖積世」）に堆積した岩石や未固結堆積

物です．

「三紀層の / 叔母さんたちをむかへたれば / 洪積一家 /

よろこびのうた，」「突天の洪積地かも / 竝ぶ山，/ ぼんや

りすまし / 相手なき / 雲」とあります．「洪積」は第四紀

の洪積層で，それより前の「第三紀層」を叔母さんになぞ

らえて詠ったものです．なぜ「叔父さん」でないかとい

われてもわかりません．次に第四紀沖積層が，「寄居より

/ 波久礼に至る / 沖積地 / おほかた桑の振るひあるかな，」

と詠われ，さらに「所沢，/ 東村山，/ 斜陽引く，/ ロー

ムのうへの赤き黄昏」「山越えて，黄なる / 壚　 を取りた

れどなどて赤靴の紳士見にけん，」と未固結のローム層ま

で登場します．

泥炭：大宮から熊谷へ行く道中で「泥炭のわるだくみ

かな / 三文役者 / 閑居不善を / するを見たりき，」と詠ん

でいます．泥炭は沼沢地などに生育していた植生が嫌気性

環境下で堆積し，ある程度生化学的な分解を受けたもので，

粗悪な燃料として用いられることがあります．泥炭に対す

る負のイメージは，賢治にも共通します．例えば「これは

いかんぞ．泥炭だぞ，泥炭があるぞ，さてこそこの平はも

と沼だったな，道理でむやみに陰気なやうだ．」（『沼森』）

や「ざまを見ろじつに醜い泥炭なのだぞ」（「真空溶媒」）

などです．

４．３　変成岩
横山（1918）『前世界史』＊に「武蔵秩父長瀞の片岩の

露頭」写真が掲載されているように，明治期から秩父長瀞

に分布する結晶片岩は有名で全国から今に至るも巡検で多

くの地質学徒らが訪れました．嘉内の短歌群でも，同義語

を含めると圧倒的な登場数（結晶片岩 1 首・片岩 26 首，

剥岩 5 首，シスト 2 首）（注：「剥岩」は「片岩」と同義

でやや古い表現です）で，さらに個々の具体的な片岩名も

多数登場し嘉内の関心の深さを表しています．「結晶片岩」

は，広域的な構造運動によって既存の岩石（堆積岩・火成

岩・変成岩）が一連の温度圧力条件のもとで変形作用を受

けつつ再結晶し片状をもった（鉱物が一定方向に並ぶこと

による片理を有する）広域変成岩の一種で，広義には「片

岩」「剥岩」と同義です．なお，広義の「片岩」は，横山

（1896）『地質學教科書』＊によれば「片状岩」として片麻岩・

絹雲母片麻岩・白粒岩・雲母片岩・石墨片岩・石英片岩・

角閃片岩・輝石片岩・緑泥片岩・滑石片岩・絹雲母片岩・

紅簾片岩・千枚岩が挙げられています．また，賢治が巡検

した折，採集したとされる岩石標本のうち「絹雲母片岩」「滑

石片岩｣「緑泥片岩」「石墨片岩」が岩手大学農業教育資料

館に現存します．この他「学校標本」には以下の結晶片岩

標本があるので，賢治や嘉内らも当然これらで勉強したこ

とでしょう．大部分が巡検で訪れた秩父産の標本です．

参考までに記すと「Sericite Schist 絹雲母片岩　埼玉

県大里郡米野」「Quartz Schist 石英片岩　徳島県名東郡

八万」「Biotite Schist 黒雲母片岩　埼玉県秩父郡藤谷淵」

「Chlorite Schist 緑泥片岩　埼玉県秩父郡望野」「Chlorite 

Schist 緑泥片岩　愛知県新居郡川 」「Spotted Chlorite 

Schist 有斑緑泥片岩　群馬県」「Epidote Schist 緑簾片岩　

埼玉県秩父郡室登山」「Piedmontite Schist　紅簾片岩　埼

玉県秩父郡望野」「Graphite-Sericite Schist 石墨絹雲母片

岩　埼玉県大里郡波久礼」「Spotted Graphite Schist 有斑

石墨片岩　埼玉県大里郡波久礼」「Glaucophane Schist 藍

閃片岩　徳島県名東郡眉山」「83 Talc Schist 滑石片岩　埼

玉県秩父郡野上」（口絵第 9 図）などです．

さて，「秩父太古層讃」と題された一群の嘉内短歌は，

巡検の道程からみて親鼻～秩父間に分布する結晶片岩類を

ローム
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詠ったものでしょう．後述するように石墨片岩を詠った「秩

父なる / 太古の海に沈みけん / 片岩だちの / あわれ，夏の

日，」「秩父なる / 片岩だちも / 陸上に / あがり来たりて /

大ママ古層と云ふ」や「その昔海に沈みし太古層，崖を切

り立てすましあるかな，」があります．当時，あまり良く

わかっていませんでしたが，変成岩類の源岩は非変成の堆

積岩類からなる「秩父古生層」より古いと考えられたので，

漠然とその時代を前カンブリア紀（「太古代」）に想定して

いました．したがって，嘉内は結晶片岩を太古層とみなし

たわけです．また，漠然と古いという意味で「大古」を用

いる場合もあります．「この山は / 小鹿野の町も見えずし

て / 大古の層に / 白百合の咲く」（小鹿野賢治の会編では「太

古」）「小仏の大古の岩の玻璃光に，/ 表はれ光る葛のエメ

ラルド」です．賢治も，岩手山の焼走り熔岩に対して「大

古→古き」と推敲しています．もっともこの場合は古いと

いっても沖積世（有史時代）のことにすぎませんが．片岩

に会う前や会った時の喜びを「秩父なる / 片岩だちの / こ

の旅は贅
ぜい

沢の旅 / よろこびの旅」「秩父なる / 片岩だちの

恋人に / 会ふこの旅の / よろこびはいま，」「数多き / 片岩

たちの / 娘らに会ふに / 閑なき / 秩父恋旅，」「いつしかに

/ 恋巡礼と / なり果てゝ / 秩父片岩だちに / 会ふかな」「秩

父なる / 片岩たちの恋娘 / うすく，又厚く / 化粧してあり，」

「いまはまた / なになげゝとて / 片岩のくちびるの色 / 褪

せ果つるらん」「荒川の / 渦巻く水は流れ去れど / いまは

響ける / 片岩のうた」（小鹿野賢治の会編では「荒川の渦

巻く水の流れよりど / たかく響ける　片岩のうた」）「あゝ

/ いまは片岩たちの / 讃歌して / うたの響の / 霧立ち迷ふ，」

「片岩の / 讃歌の霧は / 立ち迷ふ，/ 秩父国神の / 杉のあ

われさ」「秩父なる / 片岩たちはうたを云ふ / わが鹿鳴の

歌の大空」と表しています．反対に別れがせまる寂しさを

「鹿鳴の / こはよろこびのうたなれど / 片岩たちは / 沈み，

黙る夜」「今日晴れて / 低い山々竝びあれば / 片岩たちは

/ うつむきてあり」「親鼻橋 / この涼風の橋のしたの / 片

岩の縞も / 黙りあるかな」と詠っています．更に別れの際

の寂しさを「いまはまた / 片岩たちに別れ来て / 淋れ果て

たる / わが恋ごゝろ」「秩父なる / 片岩たちに別れ来て /

寂しき恋の後
キヌギヌ

朝の空」「あゝ今は片岩たちの別れ来て，恋

の終わりの秋の風ふく，」などと感傷的に詠んでいます．「後

朝」は，男女がともに寝た翌朝わかれることで，またその

朝を指します．ちょっと背伸びした感のある詞です．巡検

や旅の終わりを象徴して見てきた岩石や鉱物に別れる感傷

を詠うのは賢治も同様です．大正 4 年（1915）に盛岡高

等農林学校二年生の春の修学旅行の帰途，箱根に立ち寄っ

たとき詠んだ「輝石たちこころせはしくさよならを言いか

はすらん函根のうすひ」（『歌稿 A』268）や「わかれたる

鉱物たちのなげくらめはこねの山のうすれ日にして」（『歌

稿 A』269）などです．

絹雲母片岩・絹雲母剥岩（Sericite schist）: 最も数多く

詠まれた片岩です．絹雲母（sericite セリサイト：微細な

白雲母）が一定方向に並んできらきら輝くように見える低

変成変成岩に属する結晶片岩です．この特有の絹糸光沢を

持つ岩相に嘉内は魅せられて詠ったのでしょう．「絹雲母

剥岩上の傾斜儀は関さんの手を離れ黙れり，」とあります．

「傾斜儀」（クリノメーター）は，方位磁石と簡単な水準器

を組み合わせて薄い直方体状の木製台に埋め込んだもので

野外地質調査の際の基本的な機器です．測定時には最初は

磁針は必ずしも南北を向いていないので左右に揺れながら

次第に南北を指して停止します．巡検を引率した指導教官

の関豊太郎が絹雲母片岩上に置いたクリノメーターの磁針

が南北を指し示し停止したことを意味します．他にも「波

久礼駅 /Sericite schist の / 傾斜儀に / 荒川の水は笑ひて流

る，」「セリサイト，片岩上の / 桃色の布より / 出せし / 小

さい傾斜儀」とあります．一般にクリノメーターは地層面

の走向・傾斜を測るのに用いられることが多いのですが，

変成岩の場合には源岩の地層面はわからないので何を測っ

たのでしょうか．おそらく，片理面でしょう．片理面は結

晶片岩を特徴付ける構造です．変成作用によって形成され

た雲母などの板状結晶の配列などによってできる面構造で

す．結晶片岩の調査研究をする場合に測定すべき最も基本

的な要素です．一方，賢治作品でも「傾斜儀」（クリノメー

ター）が登場します．戯曲『種山ヶ原の夜』では「林務官，

白の夏服に傾斜儀を吊るして…クリノメーターを用ひる．」

と「傾斜儀」「クリノメーター」という用語が短い間にそ

れぞれ登場しています．また，「種山ヶ原」下書稿「パー

ト三」でも「あの傾斜儀の青い磁針は / 幾度もぐらぐら方

位を変へた」と出てきます．ともに「傾斜儀」を作品に詠

いこんでいるわけですが，明らかに嘉内の方が直裁的な表

現となっています．

さて，嘉内は結晶片岩なかんずく「絹雲母片岩」を以

下のように娘・恋人・息子に見立てて，その率直な性質を

多く詠んでいます．また，その中には作歌順などを考慮す

ると「絹雲母片岩」と思われる「片岩」「雲母片岩」を詠

んだ短歌もあります．「絹雲母は / ぱかんとわれて / 性質

が率直なれば / みんな愛せり，」は，絹雲母片岩中の絹雲

母の剥離性の強いことを竹を割ったような気性とみなして

率直といっているのでしょう．同様に「誰か云ふ / 片岩の
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うへで / 写真取ると，/ まったく性よき Sericite かな，」と

詠っています．逆に「絹雲母片岩 / あまり率直なれば / 偽

善なるやと / あやしみにたれ，」ともあり，嘉内の思いも

単純ではありません．さて，野外調査で簡便に岩種を判定

するのに用いるため希塩酸を携行することがあります．そ

うした情景を詠った「片岩の塩酸水に / 泡沸す，/ その泡

沸の / 心さびしき，」「片岩の塩酸泡沸 / 空ありて / がらり

と晴れし / 秩父，紺青，」（これは大正 6 年（1917）発行

の『アザリア』に掲載されています）「セリサイト，シス

ト / の上に夏が来て / われらが塩酸泡沸の / 雲，」（小鹿野

賢治の会編では「セリサイト・シストの上に　夏は来ぬ /

われらが塩酸泡沸の雲」「塩酸の泡沸のうへに / 輝くは /

これぞ夏の日，/ 絹雲母剥岩，」「泡沸の塩酸なれば / 絹雲

母剥岩 / あまり / おこらざりけり，（そは塩酸のはかなげ

なる故）」「絹雲母片岩嬢の / 塩酸の / 泡沸の旅は / このよ

ろこびは」などです．さらに，「おこらんとすれど / 元よ

り力少なき / この剥岩の / 黙る川岸，」「剥岩は昔はおこり

しが / 年老いて / 今は黙れて / 川岸に積めり，」「昔より率

直ものの / 剥岩は / 黙り，噪がすママ，/ すましあるかな，」

などとあります．「剥岩」は「片岩」の古い言い方でもあ

るので，短歌中では年老いて沈黙する片岩の表現に用いて

います．一方で，「剥岩の昔洋行 / したる藍 / ハイカラ息

の / 片岩の白，」「剥岩の老人の岩は / 笑いたり，/ 成程，

夏日，/ 荒川の漁夫，」ともあります．順序的にこれらの

前の短歌が上述の「絹雲母剥岩上の傾斜儀は関さんの手を

離れ黙れり，」なので，昔洋行した藍色の剥岩や剥岩の老

人の岩というのは関教授を揶揄して詠みこんだのかもしれ

ません（関教授はドイツ留学しています）．そうすると「ハ

イカラ息」は嘉内あるいは彼を含めた生徒たちでしょう．

息子に例える例は「セリサイト，シストの / 息子，/ きら

きらと化粧したれば / よき男前，」「セリサイトの息子を /

われば / おやぢいの / 片岩だちの怒りあるかな，」などです．

この他に小鹿野賢治の会編では「川端につらりと並ぶ十三

人 / 博士は石をわらず / 澄ませり /―而して自ら　秩父案

内人と称す」とありますが，この「博士」は関教授である

ことは明らかです（口絵第 10 図）．

雲母片岩：アルミナに富む泥質岩起源の結晶片岩で，

高変成度では黒雲母片岩，低変成度では白雲母片岩となり

ます．「誰か又 / 雲母片岩 / 泡沸のこの『お駒』さんを /

斥ぞけるらん，」とある「雲母片岩」は作歌順などから考

えて，「絹雲母片岩」すなわち後者を指すようです．

石墨片岩：炭質物をやや多量に含む泥質岩を源岩とす

る結晶片岩の 1 種．「石墨片岩」が直接登場するのは，「石

墨片岩，/ 土左衛門とはこと事原文ママ（本間，2008）が / 顔もまっ

黒く海に埋もれし，」「石墨片岩 / 漁夫の体の海光に / 光る

に似たる / 夏の太陽」「石墨片岩 / ぼろぼろ折るゝ / もの

なれど，/ これでも夏の陽に光あり，」の 3 首です．7 月

下旬に訪れたので「夏の太陽」「夏の陽」が黒い石墨片岩

に照りつけている様子を詠ったことは明らかですが，「海」，

「海光」や「漁夫」とはどういう関係なのでしょうか．次

に続く 3 首とあわせるとわかります．「秩父なる / 太古の

海に沈みけん / 片岩だちの / あわれ，夏の日，」「秩父なる

/ 片岩だちも / 陸上に / あがり来たりて / 大ママ古層と云ふ」

「秩父なる / 片岩だちの夢さめて / いまはいつしんに / 夏

の日吸へり，」「片岩のぱかんと折れた / 先端の空に / 浮か

める / 沈殿の雲」「秩父にて / 片岩だちの / わるだくみ，/

いまは衰へ，/ 夏の日を浴ぶ」です．これらの「片岩」が，

「石墨片岩」を指すことは自明です．石墨片岩の源岩であっ

た泥質岩が太古の海に堆積し，地殻変動によって変成作用

を受けて石墨片岩化し，さらに陸化し侵食されていわば夢

から覚めて陽の目を見るようになったことを擬人化して表

現したものです．「片岩だちのわるだくみ」とありますが，

同様に「泥炭のわるだくみ」（上述）とあります．黒っぽ

いものに対していわば「腹黒い」イメージを持っているよ

うです．一方，賢治作品には「石墨」は登場しますが，「石

墨片岩」はでてきません．ただし，賢治が上述のように巡

検の際に秩父郡長瀞町本野上で採集したとされる「石墨片

岩」標本が現存します（口絵第 11 図）．

紅簾片岩・緑簾片岩：「紅簾石」と「緑簾石」は一続き

の固溶体（注：幾つかの物質が混じりあってできる均一な

固相．長石など珪酸塩鉱物に多い）系列をなしている鉱物

であることを踏まえて，それぞれを含む片岩を擬人化して

「緑簾片岩，/ 紅簾片岩，/ の仲違，/ 宗家を別れ / 裏と表

に，」と詠っています．「宗家」は当然もとの固溶体を意味

し，それから「別れ裏と表に」いうのは，固溶体の成分物

質である端成分がそれぞれ置換されて緑簾片岩と紅簾片岩

になっていくことを意味します．「紅簾石」が紅色を呈す

ることを酒を飲んだ赤ら顔になぞらえ，それとの対比で「緑

簾石」を頭の良いとみなして，それらを変成鉱物として含

む岩石を擬人化して「紅簾片岩 / 酒飲みなれば / 頭よき /

緑簾片岩に嫌われにけり，」「緑簾片岩，/ 頭よければ / 雲

母岩の / 光を借りて / 光ゐるかな」「緑簾片岩 / ほんとに

頭よければなり / 夏の日輝けど / あまり汗出さず」「様々

に / 緑簾片岩 / すましたる / 真うへに光る夏の太陽」と

ややこっけいな感じで詠っています．明治 21 年（1888）

に東大の地質学教室の 2 代目の教授であった小藤文次郎
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が荒川沿岸（親鼻橋付近）に分布する紅簾片岩を世界で初

めて記載して報告しました（口絵第12図）．「雲母岩」は，「雲

母片岩」のことです．アルミナに富む泥質岩起源の結晶片

岩で，高変成度では黒雲母片岩（注：長瀞の「虎岩」を構

成する岩石．現在では「スティルプノメレン片岩」），低変

成度では白雲母片岩となります．

５．おわりに

嘉内は，見学した岩石に己の印象を反映させたり，岩

石を擬人化して好悪のイメージを付したりとする例が多く

あります．一般に砕屑性の堆積岩に対しては好印象を持っ

ているようです．例えば，「角礫岩」に対して「得度せる，

さとりのかんばせ」「しずかに黙し，隠逸の岩」などと成

熟した静かなイメージを付しています．粘板岩に対しても

「良き岩」とあり，火山性砕屑堆積物からなる「輝緑凝灰岩」

を「好ましい娘」といっています．一方，化学～生物起源

の堆積岩には悪印象を持っています．石灰岩（石灰や鍾乳

石・石筍）を愚かしいとして馬鹿にしていますし，ラヂオ

ラリア板岩を「悪性もの」とけなしています．塩基性深成

岩の代表である斑糲岩に対しては，「なまけもの」「性もよ

くなし」「異心を持ちて輝き逆
そ

むく」「軽薄岩」と悪印象を

持っています．変成岩である「片岩」「結晶片岩」に対し

ては最大級の讃辞を与え，「絹雲母片岩」をはじめ娘・恋

人に見立てて数多く詠んでいます．また，歌稿の中に「頌」

とあるので，嘉内は「輝石」に対してプラスのイメージを

持っていたようです．一方賢治は，例えば地学童話の最高

傑作ともいえる『楢ノ木学士の野宿』第一夜で登場する岩

頸のラクシャン 4 兄弟の長兄に堆積岩全般について火成

岩より劣るとし，同じ火成岩でも蛇紋岩については低い評

価をいわせています．さらに，短歌では火山岩の一種であ

る流紋岩に対して「愚か」「陰気」なイメージを付しており，

嘉内とは異なった好悪の感を示しています．それぞれ好き

好きです．しかし，現存する賢治の秩父短歌が嘉内に比べ

て極めて少なく，又その中に地質・岩石用語もほとんどな

いに等しいのは気になります．賢治は実際に秩父巡検時に

短歌を多く詠んだのでしょうが，それらを記した野帳が失

われたためではないかとも憶測されるほどですが，確かめ

るすべはありませんので，ここで筆を置くことにしましょ

う．

なお，賢治採集標本の写真は青木正博地質標本館名誉

館長の撮影によるもので，ここに深い謝意を表しておきま

す．また，逐一お名前を挙げる余裕がありませんが，撮影

に関して便宜を図っていただいた岩手大学関係者の方々に

も厚くお礼申し上げます．
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